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★★★ （1） 図1のＡ～Ｄの気団名をそれぞれ答えよ。

★★★ （2） 図1のＡ～Ｄの気団の性質を次のア～エからぞれぞれ1つずつ選び、記号で答えよ。

　　　　ア　高温・湿潤　　　イ　温暖・乾燥　　　ウ　低温・湿潤　　　エ　寒冷・乾燥

★★★ （3） 図2のような日本付近の気圧配置を何というか。

★★★ （4） 問い（3）の季節は、春・夏・秋・冬のいつか。

★★★ （5）

★★ （6） 日本付近の高気圧はどの方角からどの方角へ移動するか。例にならって答えなさい。

　　例)　北から南

★★★ （7）
夏を迎える前、Bの気団と勢力がほぼつり合っている気団の記号を答えなさい。また、その時にできる
停滞前線を特に何と呼ぶか答えなさい。

問い（4）の季節の季節風をもたらす気団は何か。図1のＡ～Ｄから選び、記号で答えよ。

　次の図1は、日本周辺の気団を模式的に、図2は日本付近の天気図を表したものである。次の問いに
答えよ。

目標時間

30分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

4.日本の気象

単元4 気象のしくみと天気の変化
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★★★★ （1） アは3月12日の天気図である。イ～エを日にちの順に並べ、記号で答えなさい。

★★★★ （2） （1）の順に並べた理由を、簡潔に書きなさい。

★★★★ （3） 日本の天気について述べた次の文章のうち、最も適当なものを1つ選び、記号で答えよ。

★★★ （4）

★★ （5）

梅雨の時期は、勢力のほぼ同じ2つの気団が日本付近でぶつかり合い、停滞前線ができるため、雨の
多いぐずついた天気が続く。この2つの気団の名称を二つ答えなさい。

夏の季節のときの季節風の風向はどれか。次のア～エから一つ選び記号で答えよ。

ア　北東　　イ　北西　　ウ　南東　　エ　南西

次のア～エは、2009年3月12日から15日までの、いずれも午前9時における天気図である。後の各問
いに答えなさい。

　　ア　春の天気は、小笠原気団の一部が移動性高気圧となって偏東風の影響で日本を通り過ぎてい
　　　　くため、短い周期で高気圧と低気圧が入れ替わり、天気が変わりやすい。

　　イ　夏の天気は、小笠原気団の勢力が強くなるため、北西からの風により高温で湿度が高く、蒸し
　　　暑い晴天が続くことが多い。

　　ウ　秋の天気は、揚子江気団の一部が移動性高気圧となって日本を西から東へ通り過ぎていくた
　　　め、短い周期で高気圧と低気圧が入れ替わり、天気が変わりやすい。

　　エ　冬の天気は、オホーツク海気団の勢力が強くなり、西高東低の気圧配置となりやすい。この気
　　　団の勢力により日本海側では大雨をもたらすが、太平洋側では晴天になることが多い。
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（実験1）

①　図1のようにプラスチックの容器に同じ質量の砂と水を入れた。

②　砂と水それぞれに、同じように電球の光をあてた。

（実験2）

①　実験1と同じように、プラスチックの容器に同じ質量の砂と水を入れた。

（実験3）

★★ （1）

ア　a　砂        b　水          c　水           d　砂

イ　a　砂        b　水          c　砂           d　水

ウ　a　水        b　砂          c　水           d　砂

エ　a　水        b　砂          c　砂           d　水

★★ （2）

Ｘ群

ウ　Ａ、Ｂの空気は不規則に混じり合った。

Ｙ群 ア　暖かい空気は冷たい空気より密度が大きい。

イ　暖かい空気は冷たい空気より密度が小さい。

ウ　暖かい空気と冷たい空気より密度は同じ。

★★★★★（3）

実験3で、しきり板を静かに上に引きぬいたときの水槽の中のようすをＸ群のア～ウのうちから、また、
暖かい空気と冷たい空気の密度の大きさの関係をＹ群のア～ウのうちから、最も適当なものをそれぞ
れ1つずつ選び、その記号を書きなさい。

ア　Ａの空気は水槽の下部でＢ側に移動し、Ｂの空気は水槽の上部でＡ側に移動した。

イ　Ａの空気は水槽の上部でＢ側に移動し、Ｂの空気は水槽の下部でＡ側に移動した。

海陸風は陸上と海上の気温差が要因でふき、昼と夜で陸上と海上の気温が逆転すると、風向も逆転
する。実験3のＡを陸上の空気、Ｂを海上の空気とすると、水槽の下部での空気のうごきは、昼夜のど
ちらの時間帯にふく、どのような向きの海陸風を表しているか。そのようすを示す模式図として最も適当
なものを、次のア～エのうちから一つ選び、その記号を書きなさい。

次の表1は実験1の、表2は実験2の測定結果である。表1、表2のa～ｄはそれぞれ「砂」か「水」のどちら
かである。あとのア～エのうちから最も適当な組み合わせを1つ選び、その記号を書きなさい。

　海陸風について調べるため、次の実験1～3を行いました。これに関して、あとの（1）～（3）の問いに
答えなさい。

③　放置し始めてから、1分ごとに、砂と水の表面の温度を赤外線
　温度計で測定した。

　図2のように水槽をしきり板で2つに分け、Ａには冷たい保冷剤を入
れ、線香のけむりを満たした。Ｂには木の台を入れ、Aの保冷剤と高
さをそろえた。しばらく放置した後、しきり板を静かに上に引きぬき、
空気のようすを観察した。

③　光を当て始めてから、1分ごとに、砂と水の表面の温度を赤外
　　線温度計で測定した。

②　砂と水をあたため、両方とも表面の温度を40℃程度にし、室温
　で放置した。

表1

0 1 2 3 4 5

a 29.4 31.3 32.1 32.9 33.4 34.2
b 29.5 35.8 37.8 40.5 42.4 44

0 1 2 3 4 5
c 40.4 38.0 36.9 35.9 34.8 33.9
d 40.4 39.0 37.9 36.8 35.9 35.2

温度（℃）

温度（℃）

時間（分）

時間（分）
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